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環境配慮事項とねらい

【立地、周辺環境】

計画地は日本有数の交通が集中する大阪の玄関口である梅田の更に中心部、JR 大阪駅の南、阪神大阪梅田駅の直上に位置する。梅田は近代

より関西の交通と商業の要所として発展し、現在では百貨店、オフィス、ホテルなど多くの都市機能が集積するまさに大阪の活力の中心である。

【総合的なコンセプト】

経営統合した二社が所有する 2 つのビルを道路上空で一体化して建替える都市再生事業で、「梅田木立」をコンセプトとし人とまちと建築

が有機的に繋がるまちづくりを行った。低層部では官民境界を跨ぐ 3 層歩行者ネットワークで人の賑わいを都市の足元に溢れさせ、百貨店の

オーガニックファサードや空中庭園においては、生物多様性に配慮しサスティナブルな都市環境を築いた。また大地から建ち上がるタワーは

縦フィンによる奥行きと上昇感あるファサードで大樹のような生命観を表現している。さらに設備環境面では、空冷と水冷の複数の熱源を組

み合わせることにより、季節や負荷量に応じた省エネ・省 CO2 化に貢献する。建物を利用する人の安全・安心と、快適性の向上に貢献する様々

な要素技術を導入し、建物全体として次の 100 年のまちづくりの礎となる建築を目指した。

大阪梅田ツインタワーズ・サウス
梅田木立�～100年のまちづくりの礎～

建物概要

▪所在地：�大阪市北区梅田 1丁目

▪建築主：�阪神電気鉄道株式会社�

阪急電鉄株式会社

▪設計者：��株式会社竹中工務店�

大阪一級建築士事務所

▪用　途：�百貨店、事務所、集会場、駐車場

▪敷地面積：12,192 ㎡

▪建築面積：10,358 ㎡

▪延べ面積：259,372 ㎡

▪構　　造：�鉄骨造（一部鉄筋コンクリート造・�

鉄骨鉄筋コンクリート造）

▪階　　数：地上 38 階/地下 3階

▪CASBEE 評価：Sランク/BEE 値 3.0

▪重点評価：�CO2 削減 4.0/省エネ対策 4.0/�

みどり・ヒートアイランド対策 3.0
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